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作・演出 永井 愛
10月29日　
 PLAT主ホール『鷗外の怪談』

鷗外という
「ミステリーの迷路」
を彷徨い中。

2011年に『シングルマザーズ』、2012年に『こんばんは、父さん』と新作
を上演し、PLATオープンの昨年には、岸田國士戯曲賞『兄帰る』の14年
ぶりの再演と、代表作を毎年お届けしてきた永井愛作品。今年は、待望の新
作『鷗外の怪談』が登場します。夏目漱石『明暗』を現代版にした『新・明暗』、
樋口一葉を描いた『書く女』に続く、いわば、近代日本の文豪に迫る第3弾。
それにしても、なぜ「怪談」なのか。そして、物語はどう生まれていくのか。開
幕4か月前の6月のある日、永井さんを二兎社に直撃。未だ構想を練る段階
という掟破り（？）のインタビューを試みました。

──『鷗外の怪談』というタイトルがとて
も魅力的です。
永井●そもそもは「鷗外って不思議な人
だね」と思ったのが始まりです。不思議→
ミステリアス→怪談という連想で、タイトル
が閃いた。何が不思議かっていうと、鷗外
は2つの相反する道を常に自分の内部に
持っている。その最たるものが、軍医であ
り文学者であることですよね。軍医といっ
ても陸軍軍医総監というトップ官僚です
から、国の中枢にいたわけですよ。一方の
文学者としては、限りなく表現の自由を求
める存在。しかも、『ヰタ・セクスアリス』が
「公序良俗を乱す」と、発禁処分を受けて
もいる。1909年です。社会主義や無政府
主義などの「危険思想」が次々発禁処分
になる時代で、鷗外は、そのことにすごく
怒っていた。国への批判を封じれば、国家
としての成熟を遅らせると。
日露戦争に日本がかろうじて勝って、「一
等国、一等国」って叫びながら第一次世界
大戦に向かっていく頃で、ちょっと今の時
代にかぶさるところがある。そんなことか
ら考えると、官僚と文学者のバランスはす
ごく難しかったんじゃないか。だって、朝
は軍医として馬に乗って出かけて、夕方
帰ってからは小説家になって、来客もいっ
ぱいある著名人で、翌朝にはまた、軍服を
着て出かけるわけですから。やっぱり不思
議で、そういう「鷗外というミステリーの
迷路」をね、今だからこそ、しっかり見つ
めてみたいと。

──そうすると、鷗外の人生のなかでも思
想が取り締まられていく時代にフォーカス
するわけですか。
永井●はい。もうちょっと言ってしまえば、
大逆事件裁判が行われた1910年の終盤
から11年にかけての4か月です。鷗外は、
山縣有朋の永錫会という私的諮問機関で
社会主義者を取り締まる相談をしていた
気配があるんですけど、一方で被告を救
おうと弁護士側の相談にも乗っている。も
う、びっくりしちゃって。じゃあ、この危う
い橋を渡りきって出世もして文学者として
名も遺して、「うまくやったね」と思ったか
といえば、実はとても揺れ動いていたんじ
ゃないか。そういう形跡もあって、「あな
た、本心はどうだったの？」って、ものすご
く聞いてみたくなった。
じゃあ、鷗外が卑怯だったのかといった
ら、なにかね、「わかるわ」って。大逆事件
そのものがでっち上げで、しかも、今の特

鷗外さん、
あなたの本心は……

撮影：谷古宇正彦
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定秘密保護法の先行きを彷彿とさせるよ
うな完全秘密裁判で、多くの人が「絶対に
おかしい」って感じていた。なのに、止めら
れなかったんですよ。そこにマジックがかか
っている。あの時代だけじゃない、ずっと流
れる日本人のメンタリティを象徴するよう
なマジック。「表現の自由」と叫びはするけ
れど、強い者に強く言えない、具体的な自
分の考えとなるとなかなか自由に表現しえ
ない。それから、鷗外は山縣有朋をすごく
大切に思っていてね。「この人を裏切れない」
という義理の感情も働いたんじゃないか。
──それよりだいぶ前にドイツに留学し
ていましたよね。その体験は、どうだった
のでしょう。
永井●1884年から88年かな。明治期の
日本からドイツに行った人の驚きたるや、
想像を絶するものだったはずです。鷗外は、
「西洋帰りの保守主義者」って自分で言っ
ていて、ドイツに行ってドイツに憧れて、だ
けど、憧れれば憧れるほど日本が愛おしく
なった。それで、泣きながら西洋に学んだ
のね。悔しいけど、西洋に学ばなければど
うしようもないと。ここでも、西洋と日本
と、2つに割れている。ドレスデンでは、ナ
ウマンという人の日本人論に反論して、株
を上げている。「東洋人をバカにするな」
という思いの強さを示すエピソードです。
一方で、やっぱりドイツで暮らしたからだ
と思うんだけれど、あの時代にしては女
性をとてもきちんと評価している。樋口一
葉をいちはやく素晴らしいって褒めたの
は鷗外だし、『青鞜』も積極的に応援して
いるし、結婚は両性の意思によることが
大事とも言っています。そういうところも、
鷗外の暮しの中でちゃんと書きたいなと
思っているんですけど。

──それでこそ、永井さん！　『舞姫』のモ
デルとなったエリスが来て帰国したあと、
結婚して、すぐに離婚して、10数年後に
再婚しています。
永井●その生活のなかにもやっぱり、2つ
の立場を抱えた鷗外がいるんですよ。エ
リスと別れたときもいろいろ周囲との葛
藤があって、鷗外はその反発や自己嫌悪
で、やたらに論争をしかける時期があった
そうですが、私が好きなのは、しげってい
う2番目の妻。良妻賢母どころか、悪妻と
まで言われたんですけど、ものすごく正
直な人でね。鷗外の母親、つまり姑と壮絶
なバトルを繰り広げている。鷗外はという
と、家長としてふんぞり返っていたわけで

イクメンにして
マザコンの複雑さ

二兎社『鷗外の怪談』
●作・演出＝永井愛
●出演＝金田明夫／水崎綾女
　内田朝陽／佐藤祐基／髙柳絢子
　大方斐紗子／若松武史
●日時＝10月29日［水］18：00開演
●会場＝PLAT 主ホール
●料金＝［全席指定］Ｓ席：5,500円
　1階バルコニー席：4,500円
　Ａ席：4,000円
●チケット発売：会員先行＝8月9日［土］
　一般発売＝8月24日［日］

プレトーク
公演に先立ち、作・演出の永井愛と翻訳家
で演劇評論家の松岡和子によるプレトーク
を開催します。
●出演＝永井愛／松岡和子
●日時＝10月28日［火］18:00開始
●会場＝PLAT 研修室（大）
●参加料＝無料。定員60名、要事前申込
※公演チケットの有無は問いません ※お申込み：8月9日
［土］よりプラットチケットセンター窓口・電話にて申込。定員
に達し次第募集終了。

［ながい・あい］劇作家・演出家。二兎社主宰。「言葉」や「習
慣」など、身辺や意識下に潜む問題をすくい上げ、現実の生
活に直結したライブ感覚あふれる劇作を続けている。日本の
演劇界を代表する劇作家の一人として海外でも注目を集め、
『片づけたい女たち』、『こんにちは、母さん』などの多くの作
品が、翻訳・リーディング上演されている。代表作に『歌わせ
たい男たち』『ら抜きの殺意』など。紀伊國屋演劇賞個人賞、
鶴屋南北戯曲賞、岸田國士戯曲賞、読売文学賞、朝日舞台芸
術賞松元松代賞などを受賞。

はなくて、とてもいいお父さんで、子ども
が夜中に「おしっこ」って起きると、「あ
あ、そうかい」って手を繋いでトイレに行
って終わるまで待ってる。「パッパ！」って
来ればひょいと抱きあげるし、弁当を作っ
てやったりもしている。
ただ、完全なマザコンでもあるんです。お
母さんが津和野藩医の娘で、お父さんは
婿養子。どうもお父さんの影が薄いのね。
お母さん自身は「女だから読み書きなん
かできなくてもいい」って言われて育った
のに、鷗外に漢文を勉強させるために、自
分の母親に「女でございますが、文字を勉
強してもよいでしょうか」って許可を得て、
鷗外と一緒に漢文を学んだ。一方、津和
野藩の教えは、外国に学んでも魂までは
取られるなという和魂洋才。そういう国家
観と、立身出世させようとする母とがだん
だん重なっていくんですね。嫁にもいい
夫であり、母にもいい息子であるという、
その複雑さが非常に面白い。
鷗外を調べていると面白くて、どんどん
広がっちゃって、資料だけ読んでいられた
らどんなにいいだろうって思うぐらい。そ
れをどう芝居に活かすかといえば、いか
にうまく捨てるかにかかっている。
──なるほど。これからが「産みの苦しみ」
というわけですね。舞台を楽しみにしてい
ます。
［聞き手＝芸術文化プロデューサー・中島晴美］

◉森 鷗外 略年譜
1862［文久2年］　1月19日、島根県鹿足郡津和野
町で生まれる。本名、森林太郎。
1874［明治7年］　1月第一大学区医学校（現・東京
大学医学部）予科に実年齢より2年多く偽り、12
歳で入学。
1877［明治10年］　西南戦争
1881［明治14年］　東京大学医学部卒業、陸軍軍
医副を任ぜられる。
1884［明治17年］　ドイツ留学（陸軍省派遣）。後
の『舞姫』のモデル・エリーゼと出会う（2013年、
彼女の写真が発見される）。明治21年に帰国。鷗
外を追ってエリーゼも来日したが1か月で帰国。
1889［明治22年］　海軍中将男爵・赤松則良の
長女・登志子と結婚。
1890［明治23年］　『舞姫』発表。長男・於

お

菟
と

誕生
するも登志子と離婚。
1894［明治27年］　日清戦争開戦
1902［明治35年］　判事・荒木博臣の長女・しげ
と再婚。翌36年、長女・茉莉誕生。
1904［明治37年］　日露戦争開戦
1907［明治40年］　次男・不律誕生（翌2月死去）、
陸軍軍医総監に任ぜられる。
1909［明治42年］　次女・杏

あん

奴
ぬ

誕生。与謝野鉄幹、
晶子とともに文芸雑誌『スバル』発行。創刊号の発
行名義人は石川啄木、発行所の住所は大逆事件
の弁護士・平出修の法律事務所。『半日』発表。自
らの家庭生活を赤裸々に描き、妻・しげの存命中は
再版できなかったと言われる。『ヰタ・セクスアリス』
を発表するも発禁となる。
1910［明治43年］　5月大逆事件、8月韓国併合。
11月『沈黙の塔』発表。
1911［明治44年］　三男・類誕生。
1922［大正11年］　7月9日死去。
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10月16日・17日　
 PLATアートスペース『世界は嘘で出来ている』

ひとがいて、会話して、
物語が動き出す。

昨年6月、PLATプロデュース『父よ！』（アートスペースこけら落とし公演）で作・演
出を務めた劇作家・演出家の田村孝裕さん。自身が所属する劇団ONEOR8『世
界は嘘で出来ている』による初の豊橋公演が、この秋実現します。しかも、豊橋
を起点に東京公演へという、『父よ！』と同じコース。そこで、『父よ！』の仕掛け人と
もいえる平田満との対談で、「田村流・物語の創り方」の秘密に迫ってみました。

──まず、この『世界は嘘で出来ている』
というタイトルにとても興味が湧きます。
田村●これ、本当は嘘ばっかりついてい
る人の話を書こうと思っていたんですよ。
そのルーツを探るような。そしたら、現実の
ほうで嘘ついてる人がどんどん出てきて。

嘘のきっかけは、
きっとミニマム

平田●でも、急にそういう人が出てきた
わけじゃないよね。むしろ、「世に出ない
嘘つき」のほうが成功していたりもする。
田村●その通りで、ニュース見てるとけっ
こう「嘘つけ」って思うことがあって。で
も、嘘のきっかけはきっと、すごくミニマム
なことで、社会的に大きくなっていくまで
のことは、本人は絶対考えてなかったんじ
ゃないかって思ったんですよ。それで、チ

ラシの写真みたいな小っちゃい部屋に
「世界」を置きたかったんです。「世界」っ
ていうのは、いわゆる「この世」も、劇中の
「世界」も、いろんな意味で言っちゃってる
んですけど。この部屋で亡くなった人がい
て、孤独死なんですけど、そこを片付ける
掃除屋さんっていう。僕は、結末を決めて
書くタイプじゃなくて、人が転がっていくと
どんどん話が変わるから、本当に未知数
で申し訳ないんですけど。
ただ、今回はシビアなものをやりたいって、
ちょっと思っているフシは自分のなかにあ
るんです。というのも、ついこの間、親父が
亡くなったんですよ。それが、お葬式の場
でね、僕と妹以外、葬儀屋さんしか参列者
がいなくて、全然知らない他人に棺を持た
れている親父を見て、世の中けっこう厳し
いなって思っちゃったんです。そういう痛
み、僕や妹が感じた痛みの視点をやってみ
たい。そして、汚れた世界、厳しい世界のな
かでも、すぐに一筋の光みたいなものが見
えてくるといいなって。だから、窓をきれい
に映したいなんて言ってるんですけど。
僕はなんか、いつも両極端の意見の真ん中
にいよう、いようとするところがあって、た
とえば今はタバコを吸っちゃいけないよう
な社会ですけど、じゃあ、医者がタバコを
やめろというのは正しいのか? というと、
そうじゃない視点もあるよね、それを守っ
た人がストレスで別の病気になったらどう
すんだ? とか。まあ、屁理屈ですけど。だか
ら、今度の話でいえば、汚れたもののなか

司会＝中島晴美［芸術文化プロデューサー］

作・演出  芸術文化アドバイザー 

 田村孝裕×	平田 満

4



うほど面白い。だから、僕は演出家というよ
りアレンジャーだと思っているんです。その
人の解釈をアレンジしていく役割というか。
平田●じゃあ、演出だけとか作だけといっ
たら、どっちがいい?
田村●演出だけが精神的には楽で、作だ
けが一番しんどいかな。まあ、やっぱり作・
演出が一番居心地がいいですね。

──『父よ!』も豊橋が最初で、今回もPLAT
から東京・下北沢のザ・スズナリへ行きま
す。昨年のPLATでの公演はどうでした?
田村●あれは、僕のなかでとても良かっ
た。なんていうか、客席との関係がね、斜
めに構えて観られているっていう雰囲気
がないんですよ。それを東京に持っていく
っていうのを、自分の劇団公演で経験し
てみたいなって、ずっと思っていた。
平田●アートスペースは、スズナリよりちょっ
と大きいけれど、その辺の不安はない?
田村●僕、アートスペースぐらいの広さって
好きなんですよ。小さくなれば小さくなる
ほど、責任感が強くなってくるんで。だっ
て、目線ひとつ、指先ひとつ全部お客さん
に見えちゃうんだから。それに今まで、新
作って、地方でやりたくてもどんなものか
わからないからやらせてくれないっていう
ところばっかりだったんですよ。
平田●各地にね、これぐらいのスペース
があってやってくれればいいよね。東京の
小さい所で2週間とかやって終わっちゃう
というには、もったいない作品がいっぱい
ある。アートスペースは自由だから、どん
な世界でも作ってください。
──最後に、田村さんから豊橋のお客さん
に期待してほしいなと思うことがあれば。
田村●僕の恩師のコピーに、「寂しかった
らふらりとおいで。決してただでは帰さない
から」って殺し文句があったんですよ。今、

に美しいものがある、合わせ鏡なのかなっ
て。まだ、全然書けてないんですけど。

──平田さんは、田村さんのどういったと
ころに魅かれて昨年の『父よ!』を依頼さ
れたんですか?
平田●さっき「人が転がっていくとどんど
ん話が変わる」って言ったけど、田村さん
はあてがきですよね。『父よ!』も完全なあ
てがきで、「兄弟」というのは田村君のア
イディアですけど、僕自身、僕の皮膚感覚
に近い人物たちが出るんで、地に足がつ
いた会話劇じゃないけど、そういうところ
で書いてもらえればと思ったんですよ。
田村●あれは、最初、平田さんとキャスティ
ングの話をしたんですよね? それで、本当
に兄弟に見えるような、どこか似てる人を
集めてやったら面白そうだなって。あのキャ
ストがあったからこそ、親の面倒を見たが
らない4人兄弟っていう話が生まれた。
平田●そうそう。それで僕も、「あれ? どうな
るんだろうな、この4人は」って思いながら。
田村●僕は、すごく役者さんに依存する
んです。僕はスタートが作家でもないし演
出家でもないから、どっちにもコンプレッ
クスがあるというか。自分の発想のなかで
起こっている物語ってあんまり面白くない
なって、すごく思っていて、だから、この役
を平田さんがやっていただけるとか、この
人物たちがこんな会話したらどういうこと
になるのかなとか、この人に言わせてみ
たい、喋ってもらいたいっていうのが、す
ごく手がかりになりますね。
平田●いや、古今東西のいろんな戯曲を
読んで舞台を見てきてね、僕の考える演
出力というのは、まず第一に人間がいる
のが好きだという、そこからしか発想でき
ないんじゃないかと。まずキャストがいて、
彼・彼女が田村さんのなかで動くっていう
のは、まさにそういうことで、その人間が
浮かび上がったり、自分でも思いがけな
い行動を取ったり、喋ることで何かを感じ
たり、というのを、すごく大事にしている
な、役者を大事にしてくれているなって、
最初に感じたんですよ。
田村●だって、台本に書かれているセリ
フを喋るにしたって、その時点で、その人
なりの解釈っていうのが生まれてきます
よね。どうしたって。
平田●下手をすれば、その状況にいるだ
けでもね。
田村●僕は割と、その解釈を見ていること
が多くて、それと僕のイメージが違えば違

豊橋の、
客席との関係が心地いい

とよはし演劇工房
ONEOR8
『世界は嘘で出来ている』
●作・演出＝田村孝裕
●出演＝恩田隆一・伊藤俊輔・和田ひろこ・
　野本光一郎・冨田直美・山口森広／
　古屋治男・異儀田夏葉（KAKUTA）・
　浅野千鶴（味わい堂々）／矢部太郎（カラテカ）／
　甲本雅裕
●日時＝10月16日［木］19：00開演
　17日［金］14：00開演／19：00開演
※各公演終演後にアフタートークあり。（ゲスト＝16日 平田満、
17日14：00 甲本雅裕、17日19：00 矢部太郎）
●会場＝PLAT アートスペース
●料金＝［全席指定］一般3,600円
●チケット発売：会員先行＝8月2日［土］
　一般発売＝8月10日［日］

［たむら・たかひろ］ 1976年生まれ。東京都出身。1998年
劇団「ONEOR8」を旗揚げし、作・演出を務める。2005年に
書き下ろした『絶滅のトリ』、『連結の子』が岸田國士戯曲賞候補
になり注目を集め、近年は様々なプロデュース団体にも作品
を提供し、演出も手掛ける。主な作品にプリエールプロデュー
ス『おしるし』（作・演出）、シアタークリエ『ええから加減』（作・
演出）など。その他、映画シナリオ執筆も増え、今後の活躍が
注目される作家である。

いろんなところが危うくて、それこそおうち
に帰ってきたら一番安心できるっていう感
じでもなかったりする。だから、ふらりとお
いでって。未来のないものを創る気はない
から、明るいかどうかは別にしても、希望
のある物にはしたいなと思っています。

演出家というより
アレンジャー
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──そもそも演劇を始めたきっかけは？
長塚●父が俳優をしている影響もあって、
幼い頃からずっと映画を見続けてきてい
て。そうなると目も肥えてくるし、惹かれも
する。ただ、映画って機材がいるでしょう。
どうやって集めたらいいのかわからない。
だったら手っ取り早く演技体験が出来るだ
ろうと高校で演劇部に入ったのが最初で
す。でも気がつけば女子部員ばかりでね。
なかなか窮屈で。だから大学生の人と小屋
を借りて芝居やったりもしていましたね。
──初めて作・演出を手掛けたのもその
頃ですか。
長塚●高校3年の終わりに、演劇とは関
係ない、だけど僅かでも興味は持ってくれ
ていた運動部の同級生たちとやったのが
最初です。大学に入った頃にはもう、自分
で作・演出したいんだってことが、心の中
では決まっていたと思います。それで、ま
た人を集めて、大学1年の秋に劇団を立
ち上げました。

──その後、「阿佐ヶ谷スパイダース」と
いうユニットを経て、2008年に文化庁の
新進芸術家海外研修制度でイギリスに留
学しています。
長塚●僕の中ではイギリスに行く３年ぐら
い前から何かが始まっていたんですよ。当

時、僕はちょっと人気があって、「あれやっ
てほしい、これやってほしい」って、わりと
間断なく依頼を受けてたんですね。お客さ
んが求めるものに、僕が全力で応えて、そ
れをお客さんが喜んでくれて、ハッピーだ
ったんです。でも僕は、高校のときから新作
のお芝居を創って演出するということを
ずっとやってきて、少々疲弊してきていたと
いうか。「そもそもなぜ演劇か」ということ
に、恥ずかしながらまともに向き合わずに
来て、このままでは続けていくことはでき
ないだろうなって思うようになっていた。
だから、イギリス留学中の前半は、なぜ演
劇かってことをずっと、本当にうつうつと
考えていましたね。多分、劇場というの
は、人間の原始的な能力が活性化される
場所なんです。想像力ですね。台詞や舞
台装置、照明や音響から刺激され、さまざ
まな想像力を働かせ、海や山、懐かしい風
景から未知の荒野まで、あらゆるものを頭
の中で作り上げて目の前の芝居と結びつ
けて見ている。何でもある、次々色々なも
のが出て来る、あるわかりやすさを持った
お芝居も面白いですがね、本当は、「な
い」ところからスタートさせなくてはいけ
ないんじゃないか、そこに豊かさがあるん
じゃないかと。
留学中、井上ひさしさんの『父と暮らせば』
の英語版を使って、ナショナルシアターの
スタジオでイギリス人の俳優たちとワー

劇場は、
人間の原始的な能力が
活性化するところ
今年、PLATに初登場の長塚圭史さん。自ら戯曲を書いて演出し、出演もする彼
は、一方で、テネシー・ウィリアムズや三好十郎といった、いわば先達の作品にも挑
戦しています。今回の『背信』も、2005年にノーベル文学賞を受賞したハロルド・
ピンターによる戯曲で、舞台は1970年代のイギリスです。イギリスへの演劇留学
を経験し演劇そのもののあり方を問い続けたという彼を、さまざまな形で演劇へと
向かわせるものは何か。短時間ながら、存分に語っていただきました。

演出・出演 長塚圭史
10月４日・５日　PLATアートスペース『背信』

イギリスで日本の戯曲に
向き合った
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クショップをやりました。どうやったらこの
作品を、日本人ではなくイギリス人が演じ
ることによって更に深く伝えられるか、必
死で考えました。日本人の格好をしてやれ
ばいいって、そんなものじゃないよねって。
そういう視点を獲得する一年でした。
三好十郎さんの『浮

ブ

標
イ

』に出会ったのも留
学中です。英語に囲まれていたから、日本
語の響き方が半端じゃないんですよ。日
本語に故郷を感じるという体験。『浮標』
と向き合うことは、何か日本人の深いとこ
ろ、たとえば戦後、戦争、明治維新とか、
江戸時代とかもっと古い時代、そういった
経緯があって僕らはいま現在ここに立っ
ているという実感、そういう新しい体験を
する予感が迫ってきた。現代劇としてやれ
ば「かつての戯曲」ではなくなるぞって
ね。さっそく田中哲司さんに、「やりたいこ
とがあるんだ」って、連絡した。
──イギリスから！？　
長塚●はい。すぐに覚悟を決めてくれまし
た。こんな凄いものに立ち向かえるならギ
ャラなんかいらないからね！って。

──『背信』では、その田中さん、そして松
雪泰子さんと３人で舞台に立たれます。
長塚●『浮標』を、忘れかけていた1930
年代、40年代、さらには万葉の時代まで
の日本人に繋る記憶劇として捉えている
んですけれど、『背信』は、そうした僕の
解釈抜きに、もっと具体的に記憶劇である
と思うんです。この劇は、時間に逆らって
過去にさかのぼって行きます。この違和感
を観客と作り手が体感してゆくと、スリル
が生じる。現実的には有り得ない時間の
逆行の中にあるのに、むしろ曖昧で過渡

的でうつろいがちな人間の生々しさが浮
かび上がってくる。凄い戯曲です。
僕も出演する以上、演じ手はこの2人以外
に考えられませんでした。2人とも、稽古の
価値を理解していて、その時間を大切にし
ます。田中さんは、一緒に芝居を観に行っ
ても、「稽古場の苦労が見えると面白いよ
ね」って、つまり、演劇はプロセスから大事
だとわかっている。松雪さんも、稽古場で
僕がちょっと変わった試みをすると、嬉し
そうに寄ってきて、これはいいね、ここも
っとこう出来るよねって、そういう好奇心、
探究心がすごくいいんです。
なかには、変わり映えのしないキャスティ
ングだって思う人もいるかもしれないけ
ど、でも、なんかね、毎回新しいキャストに
こだわるのも、どうかと思うんです。それ
で僕は、帰国してからはゆっくりと、一緒
に作れる仲間を一人ひとり見つけていく
ようにしてきています。

奇妙な体験を
観客とともに味わいたい

葛河思潮社 『背信』
●作＝ハロルド・ピンター
●翻訳＝喜志哲雄　●演出＝長塚圭史
●出演＝松雪泰子／田中哲司／長塚圭史
●日時＝10月4日［土］19：00開演
　5日［日］14：00開演
●会場＝PLAT アートスペース
●料金＝［全席指定］一般6,000円

［ながつか・けいし］1975年、東京都出身。1996年、演劇プ
ロデュースユニット「阿佐ヶ谷スパイダース」を旗揚げ、作・演
出・出演の三役をこなす。平成20年度文化庁新進芸術家海
外研修制度にてロンドンに留学。帰国後の2011年、「葛河
思潮社」を立ち上げ、演出・出演で三好十郎作『浮標』『冒し
た者』を上演。近年の作品に『音のいない世界で』作・演出・出
演、『あかいくらやみ～天狗党幻譚～』作・演出・出演、『マクベ
ス』演出など。読売演劇大賞優秀演出家賞など受賞歴多数。

葛河思潮社　第三回公演『冒した者』　2013年9月5日～10日　KAAT神奈川芸術劇場	大スタジオ
（後）田中哲司　（前）松田龍平　撮影：加藤	孝

葛河思潮社　第二回公演『浮標』　2012年9月20日～30日　世田谷パブリックシアター
（左から）田中哲司　松雪泰子　撮影：五十嵐絢也

──豊橋のお客さまは、初めての人がほ
とんどだと思います。
長塚●すごく嬉しいですね。僕らのことを
知らない、芝居に触れたことの少ない人
が劇場にやってくる。最初の興奮ですね。
一度知り合うとまたちょっとずつ変化して
きたりね。そういう関係が面白い。
［聞き手＝PLAT事業制作グループチーフ：矢作勝義］

前売予定枚数終了

松雪泰子 田中哲司 長塚圭史

追加席及び当日券の販売に関
しては、後日発表いたします。
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8/24 SUN − 25 MON

ミュージカル『王様と私』
●作曲＝リチャード・ロジャース
●作＝オスカー・ハマースタインⅡ
●演出＝山田和也　
●出演＝松平 健、紫吹 淳、はいだしょうこ ほか
●日程＝8月24日［日］12：00開演・17：00開演／25日［月］13：00開演
●会場＝PLAT主ホール

2014
I N FORMAT I ON
主催公演情報

8/16 SAT − 17 SUN
平成26年度公共ホール演劇ネットワーク事業
こどもとおとなのためのお芝居

『暗いところからやってくる』
●作＝前川知大　●演出＝小川絵梨子
●日程＝8月16日［土］11：00開演・15：00開演
　8月17日［日］11：00開演・15：00開演
●会場＝PLAT主ホール舞台上特設舞台
●料金＝［日時指定・全席自由・整理番号付き］大人：3,000円
　24歳以下：1,500円／中・高校生：1,000円／小学生：500円

9/14 SUN − 15 MON

白石加代子『百物語』
第三十二夜 第九十九話ファイナル公演
白石加代子が贈るたった一人のエンターテイメント。
●構成・演出＝鴨下信一
●出演＝白石加代子
●プログラム＝三島由紀夫『橋づくし』、
　泉 鏡花『天守物語』
●日程＝9月14日［日］18：00開演
　15日［月・祝］15：00開演
●会場＝PLAT 主ホール
●料金＝［全席指定］一般：4,000円

9/27 SAT − 28 SUN
ライフポートとよはし

開館20周年記念式典＆コンサート
ライフポートとよはし開館20周年を記念して市内で活動する音楽
家が集います。朝から晩まで音楽漬けの2日間！
●日程＝9月27日［土］10：00～20：30／28日［日］11：00～18：00
●会場＝ライフポートとよはし  ●料金＝入場無料

10/1 WED ・12/14 SUN
ライフポートとよはし開館20周年記念コンサート

佐藤美枝子＆錦織 健
『ドニゼッティの愛の世界』
●出演＝佐藤美枝子［ソプラノ］／錦織 健［テノール］
●日時＝10月1日［水］18：30開演

仲道郁代＆横山幸雄 ピアノ・デュオ
●出演＝仲道郁代、横山幸雄
●日時＝12月14日［日］16：00開演
●料金＝［全席指定］2公演セット券［S席］：7,000円
　S席：4,000円／A席：3,000円
　ユースチケット［24歳以下］S席：2,000円／A席：1,500円
●会場＝ライフポートとよはし コンサートホール

10/4 SAT − 5 SUN

葛河思潮社『背信』
●作＝ハロルド・ピンター  ●翻訳＝喜志哲雄　●演出＝長塚圭史
●出演＝松雪泰子／田中哲司／長塚圭史
●日時＝10月4日［土］19：00開演／ 5日［日］14：00開演
●会場＝PLATアートスペース ●料金＝［全席指定］一般：6,000円

10/16 THU − 17 FRI

とよはし演劇工房　ONEOR8

『世界は嘘で出来ている』
●作・演出＝田村孝裕［ONEOR8］
●出演＝恩田隆一／甲本雅裕／矢部太郎（カラテカ）／古屋治男 他
●日時＝10月16日［木］19：00開演／17日［金］14：00開演・19：00開演
※ 各公演終演後にアフタートークあり。（ゲスト＝16日：平田満、17日14：00：甲本雅裕、17

日19：00：矢部太郎）
●会場＝PLAT アートスペース
●料金＝［全席指定］一般：3,600円

当日券の販売に関しては8/20以降にお問合わせください。

追加席及び当日券の販売に関しては、後日発表いたします。

※ 12月7日［日］PLAT主ホール『国本武春の
大忠臣蔵』との2公演セット券6,000円［枚
数限定、9月13日まで］

会員先行＝8月2日［土］   一般発売＝8月10日［日］

“百物語”なのに九十九話でファイナル？
『百物語』は100本の蝋燭を灯し、一人ずつ、自分の身に起こった恐
い話をしていくものです。話終えるごとに、蝋燭の灯芯を一本消す。
やがて百の話が話し終わり、すべての灯芯が消されると、闇の中か
ら真の恐ろしい魔物が現れると言い伝えられています。だから百本
目の話は決して、語ってはいけない。1992年6月に始まった『百物
語シリーズ』も九十九話のシリーズを持って打ち切りとなります。二
十余年の年月を経て、このシリーズはやっとゴールに辿り着きます。

若い人にこそ生の舞台を楽しんでもらいたいから、ほぼすべての豊橋文化
振興財団主催公演に割引料金を設定しています。
● 料金＝U24［24歳以下対象］：公演ごとに指定する席種の半額
　　　　高校生以下：一律1,000円　
● 購入方法＝各公演の一般発売初日から窓口にて取扱い。
　 ※一部公演により発売開始日や発売方法が異なります。
● その他＝本人のみ1公演につき1人1枚。枚数限定。
　　　　　座席の指定はできません。要・入場時身分証明書提示。

U
24
・高
校
生
以
下

割
引
の
ご
案
内

プラットチケットセンター［会員先行・一般発売］
● Web＝http://toyohashi-at.jp
ホームページから24時間いつでも予約可能です。※プラットフレンズへの登録が必要です。
● Tel＝0532（39）3090
● 窓口＝穂の国とよはし芸術劇場 1Ｆ 
Tickets & Informationカウンター

チ
ケ
ッ
ト
の

購
入・お
問
合
せ

受付時間［Tel・窓口］

10：00～19：00
（休館日をのぞく）

好評発売中

好評発売中

好評発売中

前売予定枚数終了

前売予定枚数終了

P I C K
U P !
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10/29 WED

二兎社『鷗外の怪談』
●作・演出＝永井 愛
●出演＝金田明夫／水崎綾女／内田朝陽／若松武史 他
●日時＝10月29日［水］18：00開演
●会場＝PLAT 主ホール
●料金＝［全席指定］S席：5,500円
　1階バルコニー席：4,500円／A席：4,000円

11/30 SUN

『C.U.G.ジャズオーケストラ
LIVE at PLAT』
●出演＝C.U.G.ジャズオーケストラ／マヤ・ハッチ
　柳瀬けいこ／琳佳
●日時＝11月30日［日］18：30開演
●会場＝PLAT主ホール
●料金＝［全席指定］S席：3,000円／A席：2,000円
　ユースチケット［A席］：1,000円［24歳以下］

12/7 SUN

『国本武春の大忠臣蔵』
年末恒例『忠臣蔵』、ご存じ「松の廊下～吉良邸討ち入り」を面白お
かしく、最後にグッとくる奇想天外な演出にてお贈りする浪曲界の
カリスマが豊橋に初登場。
●出演＝国本武春
●日時＝12月7日［日］15：00開演
●会場＝PLAT主ホール
●料金＝［全席指定］一般3,000円

12/12 FRI − 14 SUN

てがみ座『新作』
●作＝長田育恵  ●演出＝扇田拓也
●会場＝PLATアートスペース
※詳細が決まり次第、劇場HPなどで告知させていただきます。

一見、女子高生がひたすらお喋りをしているだけのこの戯曲。
彼女たちの日常の断片に、「生まれる」ことと「死ぬ」ことがさり
げなく配置されています。転校、変身、生、老、病、死、そんなこと
が「うどん食いてー」と同じ次元で語られる。平田オリザさんなら
ではの手腕です。今作では、彼の演劇の特徴ともいえる複数の
会話が同時に展開される“同時多発”の会話が、もっとも激しい
レベルで舞台上に解き放たれることになります。とても柔らかい
口語で書かれたこの戯曲を、体のエネルギーを大事にして作品
を創ってきた僕が、いかに身体で魅せる会話劇にしていくか。ど
んな舞台ができあがるのか、僕自身も楽しみにしています。

総勢21人。
体のエネルギーで魅せる会話劇。 広田淳一

［ひろた・じゅんいち］
劇作家・演出家・俳優。2001年、
東京大学在学中に演劇集団「ひょ
っとこ乱舞」を旗揚げ、主宰。以
降、全作品で脚本・演出を担当し、
しばしば出演。さりげない日常会話
ときらびやかな詩的言語に、身体
性を絡めた表現を展開。随所に音
楽やダンス的な要素を縦横無尽に
取り入れ、リズムとスピード、熱量
と脱力が交錯する世界を生み出
す。簡素な舞台装置と身体的躍動
感を必須としつつ、相互作用のあ
るダイアローグにこだわる。12年、
劇団名を「アマヤドリ」と改称して
再出発。

会員先行＝8月9日［土］   一般発売＝8月24日［日］ 会員先行＝8月23日［土］   一般発売＝8月30日［土］

11/1 SAT − 3 MON

高校生と創る
穂の国の『転校生』
平田オリザの代表作『転校生』。1994年初演から20年後の今年、
オーディションを通過した県内の女子高校生21人が、PLATとプロ
のスタッフとともに挑みます。
●作＝平田オリザ［青年団］
●演出＝広田淳一［アマヤドリ］
●日時＝11月1日［土］19：00開演
　2日［日］13：00開演・19：00開演
　3日［月・祝］13：00開演・17：00開演
●会場＝PLATアートスペース
●料金＝［日時指定・全席自由・整理番号付き］一般：2,000円

会員先行＝9月6日［土］   一般発売＝9月14日［日］ 会員先行＝9月13日［土］   一般発売＝9月21日［日］

※ 9月14、15日PLAT主ホール　白石加代子『百物語』
との2公演セット券6,000円【枚数限定、9月13日まで】

受付開始＝8月10日［日］ 

グロトリアンを弾いてみよう！
グロトリアンピアノの響きを体験できる機会を設けました。大切に扱
ってくれる方ならお子様でもかまいません。
●日時＝8月26日［火］、27日［水］、28［木］各日10：00－21：00
●会場＝PLAT創造活動室A
●参加料＝1時間あたり1,000円
●対象＝ピアノが演奏できる方。
●募集人数＝毎時00分から1時間単位で最大2時間まで。
●申込方法＝プラットチケットセンター
　電話のみ　TEL：0532（39）3090
※今後も随時開催してまいります。日程等は本誌や劇場HPなどでご案内いたします。広田淳一

会員先行＝10月5日［日］   一般発売＝10月12日［日］

P I C K
U P !
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感じたことや出会ったことが
さらに次へと繋がっていく

今夏から、PLATでは新たな試みとして『ワークショップファシリテーター養成講座』
をスタートします。でも、「ワークショップ」も「ファシリテーター」も、わかるようなわ
からないような、どこか漠然としているというのが本当のところではないでしょうか。
そこで、第一弾として企画したのが、いわば入門編ともいえる『ワークショップイント
ロダクション─ふたつの視点─』。6月27日に愛知大学文学部メディア芸術専攻科
准教授の吉野さつき氏を、7月16日にPLAT事業制作グループチーフ・矢作勝義を
講師に、PLAT研修室（大）で行いました。ここでは吉野氏のお話を紹介いたします。

「ワークショップ」のもともとの意味は、「仕
事場」「作業場」「工房」。それが今では、参
加者が、専門家の助言を得ながらともに問題
を解決する場として、教育、福祉、街づくりな
ど、さまざまな場に浸透してきています。
「いろんな人がワイワイと意見を交換したり、
何かの創作手法を使ってみんなでアイディ
アを構築していくワークショップは、従来の、
先生や講師から講義を受ける方法と違って、
民主的ともいえるし、楽しい場でもあります」
と、吉野さん。「その場にいる人の存在をま
るごと受け入れるところからスタートするの
で、参加者にはとても心地よい場所でしょ
う」と、続けます。一方で、短時間で何かを決

めたり一定の知識を習得するには非効率的
な上に、参加者が「楽しかった」だけで終わ
ってしまう可能性もなきにしもあらずです。
「だからといって、『これはこうだから』と、誰
かがまとめてしまったりすると、ワークショッ
プではなくなってしまいます」（吉野さん）。

そこで出てくるのが「ファシリテーター」。「進
行役」「調整役」というほどの意味ですが、い
わゆる司会者とは少々異なります。さまざまな
意見が飛び交うなか、中立的な姿勢で、参加
者の心の動きも見ながら一つの流れを作って
いく人、といえばいいでしょうか。
「ワークショップというものを効果的に活か
すためには、ファシリテーションの技術や知

識が求められます」と、吉野さん。一人一人
の意見や表現を引出し、参加者同士のコミュ
ニケーションを促し、関わりをもたせること
で、創造的で、より豊かな時間となるよう調
整する役どころで、これからPLATが試みる
のも、こうした人材の育成です。
もちろん、「芸術劇場」であるPLATが取り
組むワークショップのジャンルは芸術。吉野
さんは、その可能性を「アーティストって、誰
も気づかないようなことに気づいてしまう人
たちです。そんな彼らの視点や発想を、同じ
場で体感して学ぶことで、自分たちも同じよ
うに気づいて表現する場を作っていけると
思います」と話します。
こう言われてみると、今まで行ってきた劇作
家、演出家、俳優、美術家など、さまざまなア
ーティストによるワークショップは、その種蒔
きでもあったと実感します。「単に学ぶだけで
はなく、感じたこと、関わりが生まれたことが、
さらに次に繋がっていくことが理想的だろう
し、私が創りたいワークショップも、そういう
場なんだと思います」（吉野さん）。
ファシリテーターは新たな表現や発信の場
のクリエーターであり、伝道師ともいえそう
です。

［よしの・さつき］愛知大学文学部メディア芸術専攻准教授。
シティ大学大学院（英国）芸術政策経営学部修士課程修了
後、公共ホールの文化事業担当を経て、平成13年度文化
庁派遣芸術家在外研修員として、英国で演劇のアウトリー
チやエデュケーションプログラムの研修と調査を実施。教
育、福祉、ビジネスなどの現場でさまざまなジャンルのアー
ティストによるワークショップをコーディネートする他、各地
の公共ホールや大学などで、アウトリーチ事業やワークショ
ップの企画運営を担う人材育成プログラムにも数多く携わ
る。文化経済学会〈日本〉会員。

PLATレクチャーシリーズ#1

『ワークショップイントロダクション
─ふたつの視点─』から

芸術文化アドバイザー

平田 満のちょこっとエッセイ
第7回

「太宰治
リーディング」

先日、6月の「桜桃忌」にちなんで、太宰治の
作品を朗読劇という形で上演しました。太宰
と思しき作家の語りの『桜桃』と、無頼作家の
内縁の妻の語りで『ヴィヨンの妻』を読みまし
た。装置も幕もない素舞台で何ができるかと
いう挑戦でもありましたが、私自身からは隔た
りのある人物の語りを読むだけなのに、思わ
ぬ感情の揺れが自分でも新鮮でした。
聞きかじりですが、哲学者マルブランシュは、
「すべての感情は内的な楽しさ、よろこびを帯
びるもので、感情とは“私は何者なのか”を教
えてくれるものである」と考えていたようです。

難解な哲学のことはよくわかりませんが、芸術
に触れるよろこびや感動は、まさにそこにあ
るのではないでしょうか。思わぬ感情に突き動
かされるとき、「私ってこんな気持ちや感じ方
をするのか」とか、「理屈じゃわかんないけど
生きていくってこういうことかもしれないな」
とか、「恥ずかしいけど私はこういう感情が嫌
いじゃない」と共感したりした経験はありませ
んか？
劇場での“よろこび”とはそんな“よろこび”か
もしれないと、今回のリーディングで思いを
新たにしました。

そもそも
ワークショップって何？

アーティストの「目」を学び、
広げるために
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穂の国とよはし芸術劇場PLAT
〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地  
Tel＝0532（39）8810[代表]  http://toyohashi-at.jp
開館時間＝9：00~22：00  休館日：第三月曜、祝日の場合は翌日。年末・年始。
豊橋駅（JR東海道新幹線・東海道本線・名古屋鉄道）、新豊橋駅（豊橋鉄
道渥美線）直結。豊橋駅南口から徒歩3分。 ※駐車場はありません。公共
交通機関、お近くの公共駐車場等をご利用下さい。

登録方法
●WEBで登録［穂の国とよはし芸術劇場HP］
http://toyohashi-at.jp
●携帯で登録　https://piagettii.e-get.jp/online-ticket/de/
●窓口で登録　
穂の国とよはし芸術劇場Tickets & Information カウンター

◆その他［一般発売・公演によって販売所は異なります］

　チケットぴあ／カルミア2Fサービスセンター
　ほの国百貨店6Fプレイガイド　など

プラットフレンズ募集中 ［入会金・年会費無料］　
お得な
3つの
特典

チケット購入案内
◆プラットチケットセンター［会員先行・一般発売］

　Web＝http://toyohashi-at.jp ※プラットフレンズへの登録が必要です。

　Tel＝0532（39）3090
　窓口＝穂の国とよはし芸術劇場１F
　Tickets & Information カウンター

受付時間［Tel・窓口］

10：00~19：00
（休館日をのぞく）

特典 1  公演情報をメールでご案内します。
特典 2  インターネットでチケット予約ができます。
特典 3  主催公演のチケットを一般発売に
　　　 先がけてご予約できます。
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PLAT CALENDAR

9 SEPTEMBER

 5 F R I  第725回邦楽鑑賞会   豊橋市民文化会館

 6 S A T  吟詠剣詩舞有志の集い 文化の祭典20周年記念大会   PLATアートスペース

    ～プレミアム マニアック シリーズ 第一弾～ 国府弘子アコースティック トリオ   PLAT創造活動室A

 6 S A T ─ 7  S UN 劇団しゅらざ『ここに家郷あり』   新城文化会館

 7 S U N  東三河合同ダンス発表会『Dance Act』   PLAT主ホール

 13 S A T ─ 14 S U N 劇団しゅらざ『ここに家郷あり』   ハートフルホール

 14 S U N ─ 15 MON 白石加代子『百物語』第三十二夜 第九十九話ファイナル公演   PLAT主ホール

 20 S A T  ハーフ、ミックスモデル、ユニット【No-side】ファンミーティングLIVE   PLATアートスペース

    映画「生まれる」上映会＆家族写真撮影会   PLAT研修室（大）

 21 S U N  WORLD DANCE CARNIBAL！ ワールドダンスカーニバル2014～アレグレコのサーカスがやってきた～   PLAT主ホール

    丸山薫研究会 講演会「丸山薫のたのしさ」   PLATアートスペース

 22 MON ─ 24 WED 豊橋演劇鑑賞会第244回例会 青年劇場公演『島』   PLAT主ホール

 22 MON  中日新聞社主催 悠々自適セミナー   PLATアートスペース

 23 T U E  豊橋に日本一の図書館をつくろう発表会（仮題）   PLATアートスペース

 24 WED ─ 28 S U N 第94回 華墨展   豊橋美術博物館

 27 S A T  王侃 二胡＆伝統楽器コンサート   PLATアートスペース

 27 S A T ─ 28 S U N ライフポートとよはし開館20周年記念式典＆コンサート   ライフポートとよはし

 28 S U N  東三河ダンスカンパニー主催ダンス公演   豊橋市民文化会館

    穂の国コンファレンス2014in豊橋 ～JCフェスティバル！ ともに築こう、東三河の輝ける未来を～   PLAT主ホール他

10 OCTOBER

 1 WED  ライフポートとよはし開館20周年記念コンサート　佐藤美枝子＆錦織健『ドニゼッティの愛の世界』   ライフポートとよはし

 1 WED ─ 5  S U N 第47回表装美術展   豊橋市民文化会館

 3 F R I  第726回邦楽鑑賞会   豊橋市民文化会館

    桜丘中学校総合学習（ミュージカル）発表会   PLAT主ホール

 4 S A T ─ 5  S U N 葛河思潮社『背信』   PLATアートスペース

 7 T U E  第13回「東三河童謡唱歌のつどい」   豊橋市公会堂

 11 S A T  Belly dance 公演『Daret El Ayam』豊橋のベリーダンサーが集結します！！！   PLAT主ホール

 12 S U N  東日新聞ピンクリボンセミナー 2014「もっと乳がんを知ろう」   PLAT主ホール

 13 MON  豊橋おやこ劇場協議会 デフ・パペットシアター・ひとみ『森と夜と世界の果てへの旅』   PLAT主ホール

    第38回 豊橋文化祭川柳大会   豊橋市民文化会館

 16 T H U ─ 17 F R I とよはし演劇工房 ONEOR8『世界は嘘で出来ている』   PLATアートスペース

 18 S A T ─ 19 S U N 第60回豊橋まつり“東京ディズニーリゾートʀスペシャルショー”   PLAT主ホール

    秋の市民大茶会   豊橋市民文化会館

    豊橋総合いけばな展   豊橋市民文化会館

 25 S A T ─ 26 S U N  「ホスピスと共にささえあう街」生と死を考える会 全国協議会2014年度全国大会in豊橋   PLAT主ホール

 26 S U N  第57回邦楽大会 筝曲・長唄・小唄・尺八・琵琶・能楽の部   豊橋市民文化会館

    第45回合唱祭 兼 第17回三遠南信文化交流 合唱の集い   ライフポートとよはし

 29 WED  二兎社『鷗外の怪談』   PLAT主ホール

〒440-0887 愛知県豊橋市西小田原町123番地
Tel  0532（39）8810［代表］ http://toyohashi-at.jp

企画・発行＝公益財団法人豊橋文化振興財団
編集＝森 絹江
デザイン＝松吉太郎デザイン事務所
写真［表紙］＝谷古宇正彦
平成26年8月 発行9号 ［隔月発行］

［表紙写真］　10月主ホール公演『鷗外の怪談』の作・演出、永井愛。 
思索の庭で鷗外に思いを巡らせる。


